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石の広場

この道を進む
階段

真鶴のイルカ
海の先には真鶴半島が！
そのかたちは、まるでイ
ルカのよう。

石の道
振り返ると小松山。かつ
てこの道を通り、港まで
人力で石を運んでいた。

こ
の
道
を
　

進
む
→

真
鶴
駅

観
光

案
内
所

真
鶴
に
あ
る
石
碑
と
、

「
真
鶴
町 

石
の
彫
刻
祭
」
の
作
品
。

石
に
ま
つ
わ
る
11
か
所
を
め
ぐ
る
、

石
の
ま
ち
・
真
鶴
な
ら
で
は
の

コ
ー
ス
を
歩
こ
う
！

真鶴町のことが記された
石碑。駅の待合所付近に
設置されている。

ふるさとの碑

１

鎌倉幕府を開く前に、真
鶴から船出した源頼朝に
まつわる二つの石造物。

源頼朝 船出の浜案内板／
源頼朝 開帆處の碑

３

1934 年に築港された岩
漁港の記念碑。

築港記念の碑

４

本小松石を運搬する
要港として、1934 年
に築港された真鶴港
を記念した石碑。

真鶴漁港の碑

６

石の棺をイメージした本
作品は、生と死を内包す
る道を示している。

ホセイン・ゴルバの作品
（瀧門寺）

２

こぼれ落ちる砂のように
流れる時間を遠い国の小
さな人形に重ねている。

どこかの子
（コミュニティ真鶴）

５

真鶴港で行われる、貴船ま
つりの鹿島踊りに使われる
柄杓が、石の祠の中に彫ら
れた作品。

七つの星

７

本小松石に 11 の窪みが穿たれ
ている。それは採石の際につ
くられる矢穴にも似ている。

うが
石の時間

８

山から海へ何かを捧げ、海か
らの何ものかを待つ作品。

海へ

９

ビッグママ
石の彫刻祭で、公開制作が行
われた作品。力強くも温かい
本小松石が表現されている。

マツル
モチーフは梟、荒波、豊穣、人魚、
岩屋、真鶴。

Love Stone Project-Manazuru
彫刻された石のハートを、ワーク
ショップでみんなで磨き完成させ
た作品。

創知彫刻 2020（石の遊具）
触れることで小松石と会話する
ことができる。見た目はまるで
すべり台のよう。

石の彫刻祭 作品群
（ケープ真鶴）

10

夫婦とり
石の広場に鳥の形のような小
松石が向かい合っている。そ
の奥には相模湾が見渡せる。

草木や土に埋もれていきなが
ら、時間を可視化していく作
品。毎年１枚写真を撮ること
により、定点観測される。

小松石の時間

11

1分

バス

8分

27分

20分 14分

4分

6分

5分
19分

15分

2分

中川一政美術館
（バス停）

真鶴駅
START

真鶴駅
GOAL

25分

石め
ぐ
り

マ
ッ
プ

真
鶴

＝真鶴町 石の彫刻祭作品

8:54 9:52 10:52 12:37 13:37 14:37 15:32平日

土日祝

→伊豆箱根バス

9:15 11:40 13:50 15:50

8:37 9:52 10:52 11:57 13:37 14:37 15:329:15 11:00 13:50 15:50 16:32

→真鶴町コミュニティバス



駅からハイキング アンケートのお願い

「駅からハイキング」の品質向上
に役立てるため、ご参加いただい
たお客さまにアンケートを実施し
ています。是非ご協力をお願いい
たします。
お手持ちの携帯電話ならびにスマート
フォンで右記二次元コードを読み取って
ください。

ハイキング中のお問い合わせはこちら
（一社）真鶴町観光協会　0465-68-2543
受付時間 9:30-15:00

　
真
鶴
を
歩
く
と
、
ま
ち
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
石

を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
石
垣
や
ベ

ン
チ
、
看
板
、
道
祖
神…

…

。
真
鶴
の
日
常
に
は
、

石
の
存
在
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
は
、
古
く
か
ら
真
鶴
駅
の
北
側
に
あ
る
小
松

山
で
、「
本
小
松
石
」
と
い
う
石
が
採
れ
る
か
ら

で
す
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
鎌
倉
の
ま
ち
の
建
設
の
た
め

に
多
く
の
本
小
松
石
が
使
わ
れ
、江
戸
時
代
に
も
、

江
戸
城
の
築
城
や
品
川
台
場
の
築
造
の
た
め
に
、

真
鶴
港
か
ら
江
戸
ま
で
本
小
松
石
が
船
で
運
び
出

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
石
屋
は
命
懸
け
。
人
力
で

崖
か
ら
石
を
切
り
出
し
、
山
か
ら
港
ま
で
運
び
、

船
に
乗
せ
て
運
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
も
真
鶴
に
は
20
以
上
の
石
材
業
者
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
地
図
は
、
そ
ん
な
石
の
ま
ち
・
真
鶴

に
点
在
す
る
、
石
造
物
を
巡
る
地
図
で
す
。

石
の
ま
ち
・
真
鶴
を
歩
く

　
本
小
松
石
の
特
徴
は
、
目
が
詰
ま
っ
て

い
る
の
で
欠
け
に
く
く
、
磨
く
と
な
め
ら

か
で
ツ
ヤ
の
あ
る
表
面
に
な
る
こ
と
で

す
。そ
の
た
め
墓
石
と
し
て
扱
い
や
す
く
、

高
級
墓
石
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

色
合
い
は
、
灰
色
、
青
色
、
赤
褐
色
が
混

じ
り
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
て
表
面
に
茶
色
い
錆
が
出
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
る
で
石
が
生
き
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
良
い

老
け
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
に
開
催
予
定
だ
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合

わ
せ
て
、「
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
再
現
す
べ
く
企
画
さ
れ
た
の
が
、

「
真
鶴
町 

石
の
彫
刻
祭
」
で
す
。
11
名
の

作
家
た
ち
が
本
小
松
石
を
使
っ
て
彫
刻
作

品
を
制
作
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
に
、

一
年
遅
れ
て
二
〇
二
一
年
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。現
在
は
真
鶴
の
海
岸
や
お
林
な
ど
、

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
か
ら
約
60
年
前
、
本
小
松
石
が
世
界

的
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
一
九
六
三
年
に

真
鶴
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
初
の
野
外
芸

術
祭
「
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
す
。
こ
の
芸
術
祭
で
は
世
界
各
国
か
ら

一
流
の
彫
刻
家
が
集
い
、
３
ヶ
月
に
わ
た

り
本
小
松
石
で
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

そ
の
作
品
は
翌
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
会
場
の
近
く
で
展
示
さ
れ
、
世
界
中
の

人
々
が
本
小
松
石
に
触
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

真鶴中にある石垣。
少しでも積み方を知っていると、
まち歩きがもっと楽しくなるはず。

間知積み
けんち

規格化された石を積み重ねた、
一番オーソドックスな積み方。

木端積み
こっぱ

制作の過程で出た端材「木端
石」を積み上げている。

乱積み
切り出した石をそのまま積む。
隙間から植物が生えることも。

布積み
長方形の石をレンガのように
積み上げている。

  石垣の
     積み方
いろいろ

写真提供：真鶴町写真提供：真鶴町

石め
ぐ
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マ
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プ
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生
き
て
い
る
石
、

本
小
松
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真
鶴
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石
の
彫
刻
祭

世
界
近
代
彫
刻

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


